
[R5年度施行]

西部スラッジセンター脱水施設　№1脱水機補修業務

準備費

安全費

材料費

労務費

(支給品)
業務価格 機器費 支給品を除いた金額
( - ) ( - ) 輸送費

( - ) 直接業務費 ( - )
( - )

業務原価 － -
( - )

据付業務原価 材料費

( - )
直接経費

労務費

複合工費
- 純業務費

定率分

仮設費 積上げ分
一般管理費

現場管理費

共通仮設費

間接業務費 積上げ分

据付間接費

名称 単位 数量 単価 金額

オイルシール　MG360×405×25 個 2

備考
オイルシール　TC140×170×14 個 2

Ｖベルト　4-8V-2120 本 2

単泡スポンジ 20□×1m 本 1

サクションフィルター　SFT-10-150W 個 1

ラインフィルター　UL-10A-20U 個 1

オイル　スーパーハイランドSE68 Ｌ 620

グリス　エピノックAP2 缶 1

サクションフィルター　SFT-16-150W 個 1

高圧フィルター　UH-12A-10UW 個 1

ケーシング用ガスケット　ネオプレン 式 1

オイルクーラー用ガスケット 組 2

磨耗防止板 CA601用 枚 1

点検口用パッキン　5tｘ1000□ 式 1

合計
補助材料費

普通作業員 人 15.0
名称 単位 数量 単価 金額 備考

合計
機械設備据付工 人 135.0 据付間接費対象



1.業務名

西部スラッジセンター脱水施設 №1脱水機補修業務

2.業務概要

（点検予定：R5年№1、R6年№5･6、R7年№4、R8年№3）

3.業務項目

(1) 点検整備（7.別紙点検整備内容による） 一式

(2) 消耗部品の交換 一式

4.共通事項

(1)

(2)

(3)

5.機器仕様

混合生汚泥の脱水

脱水棟5F脱水機室

平成12年、平成16年、平成24年

平成16年3月

横型連続高効率形遠心脱水機

混合生汚泥 汚泥濃度 4% 強熱減量 約80%

公称能力：50 /h 最大固形物負荷：2.0ds-t/h 流量負荷範囲：25～60 /h

薬注率：1.0%以下、固形物回収率：95％以上、ケーキ含水率：75.0％以下

油圧駆動装置

メイン用：132kW、左側装置用：45kW、潤滑用：1.5kW

6.交換部品一覧（1台分）

単位

個

個

本

本

個

個

缶

Ｌ

個

個

組

式

式

枚磨耗防止板 CA601用 1

ケーシング用ガスケット ネオプレン 1

点検口用パッキン 5t×1000□ 1

サクションフィルター SFT-16-150W 1

オイルクーラー用ガスケット 2

オイル スーパーハイランドSE68 620

高圧フィルター UH-12A-10UW 1

サクションフィルター SFT-10-150W 1

グリス エピノックAP2 1

Ｖベルト 4-8V-2120 2

ラインフィルター UL-10A-20U 1

オイルシール MG360×405×25 2

単泡スポンジ 20□×1m 1

名 称 形 質 数 量 摘 要

オイルシール TC140×170×14 2

設置年月 運転時間（経過年数） 約4,000時間/年

型式

主
仕
様

処理能力

性状他

駆動方式

電動機

項 目 仕 様

使用目的

設置場所 修繕周期 4年サイクル

脱水機の性能維持のため、定期点検整備及び消耗部品の交換を行なう。

当該機器は、本施設において極めて重要な機器であるため、短期間に工事が完了するよう工程表を作成し業

務を履行すること。また、定期整備等停止期間に合わせて工事を行なうよう調整を図ること。

有価材（金属類）は、敷地内に保管すること。

建設副産物については、関係法令に従い適切に処理してマニフェスト票を保管すること。



7.点検整備内容

№

1 主要回転部ボルトの点検

2 本体外回りボルトの点検

3 Vプーリの点検（溝及び外観点検）

4 Vベルト張力点検調整

5 回転体点検清掃

6 回転体内部コンベヤ汚泥供給口，内視鏡点検

7 コンベヤチップの点検（磨耗測定等）

8 ボウル外面点検清掃

9 セラミックスリーブの点検（磨耗測定等）

10 フィードパイプの外観・目視点検

11 中間軸用プランマブロック開放点検（固定及び自由側）

12 コンベヤベアリング及びスラストベアリング点検整備（グリス給油等）

13 ユニバーサルジョイント点検整備（グリス給油）

14 シールボックス及びシールハウジング点検整備（グリス給油及び油漏れ等確認）

15 油圧ユニットオイルクーラ点検整備

16 油圧ホース及び潤滑配管等点検（油漏れ等確認）

17 メインモータ外観点検

18 油圧ユニットモーター（差速装置用・潤滑用）外観点検整備

19 差速装置外観点検整備（油漏れ等確認）

20 上部ケーシングカバー開放点検整備（清掃等）

21 下部ケーシングカバー内分離液排出部点検清掃

22 分離液配管内点検清掃

23 差速装置オイル交換

24 各フィルターの交換

25 差速装置用サクションフィルター交換

26 消耗部品の交換

点検項目









[R6年度施行]

西部スラッジセンター脱水施設　№5･6脱水機補修業務

準備費

安全費

材料費

労務費

合計
機械設備据付工 人 202.5 据付間接費対象
普通作業員 人 22.5

名称 単位 数量 単価 金額 備考

合計
補助材料費

オイルクーラガスケット SL-307-W 組 2

サクションストレーナ MST-04-150M 個 2

ラインフィルタ APLS-03-20P 個 2

グリス　アルバニアEP2　16kg缶 缶 2

グリス　アルバニアS2　16kg缶 缶 2

オイル　オマラS2G100　20 缶 缶 2

オイル　テラスS2　M68　20 缶 缶 8

摩耗防止板　SUS329 個 2

備考
Vベルト　SPB2725 本 16

名称 単位 数量 単価 金額

据付間接費

現場管理費

共通仮設費

間接業務費 積上げ分

定率分

仮設費 積上げ分
一般管理費

( - )
直接経費

労務費

複合工費
- 純業務費

( - ) 直接業務費 ( - )
( - )

業務原価 － -
( - )

据付業務原価 材料費

(支給品)
業務価格 機器費 支給品を除いた金額
( - ) ( - ) 輸送費



1.業務名

西部スラッジセンター脱水施設 №5･6脱水機補修業務

2.業務概要

（点検予定：R5年№1、R6年№5･6、R7年№4、R8年№3）

3.業務項目

(1) 点検整備（7.別紙点検整備内容による） 一式

(2) 消耗部品の交換 一式

4.共通事項

(1)

(2)

(3)

5.機器仕様

混合生汚泥の脱水

脱水棟5F脱水機室

平成12年、平成16年、平成24年

平成24年3月

低動力型高効率遠心脱水機

混合生汚泥 汚泥濃度 4% 強熱減量 約80%

公称能力：50 /h 最大固形物負荷：2.0ds-t/h 流量負荷範囲：25～60 /h

薬注率：1.0%以下、固形物回収率：95％以上、ケーキ含水率：75.0％以下

油圧駆動装置

メイン用：132kW、左側装置用：45kW、潤滑用：1.5kW

6.交換部品一覧（2台分）

単位

本

個

缶

缶

缶

缶

個

個

組

サクションストレーナ MST-04-150M 2

オイルクーラガスケット SL-307-W 2

グリス アルバニアEP2　16㎏缶 2

ラインフィルタ APLS-03-20P 2

オイル オマラS2G100　20 缶 2

グリス アルバニアS2　16㎏缶 2

摩耗防止板 SUS329 2

オイル テラスS2　M68　20 缶 8

名 称 形 質 数 量 摘 要

Vベルト SPB2725 16

設置年月 運転時間（経過年数） 約4,000時間/年

型式

主
仕
様

処理能力

性状他

駆動方式

電動機

項 目 仕 様

使用目的

設置場所 修繕周期 4年サイクル

脱水機の性能維持のため、定期点検整備及び消耗部品の交換を行なう。

当該機器は、本施設において極めて重要な機器であるため、短期間に工事が完了するよう工程表を作成し業

務を履行すること。また、定期整備等停止期間に合わせて工事を行なうよう調整を図ること。

有価材（金属類）は、敷地内に保管すること。

建設副産物については、関係法令に従い適切に処理してマニフェスト票を保管すること。



7.点検整備内容

№

1 本体外回りボルトの点検

2 Vプーリの点検（溝及び外観点検）

3 Vベルト張力点検調整

4 ボウル外面点検清掃

5 セラミックスリーブの点検（外観目視）

6 コンベヤベアリング及びスラストベアリング点検整備（グリス給油等）

7 油圧ユニットオイルクーラ点検整備

8 油圧ホース及び潤滑配管等点検（油漏れ等確認）

9 メインモータ外観点検

10 油圧ユニットモーター（潤滑用）外観点検整備

11 差速装置外観点検整備（油漏れ等確認）

12 上部ケーシングカバー開放点検整備（清掃等）

13 下部ケーシングカバー内分離液排出部点検清掃

14 分離液配管内点検清掃

15 差速装置オイル交換

16 各フィルターの交換

17 差速装置用サクションフィルター交換

18 消耗部品の交換

点検項目

















[R7年度施行]

西部スラッジセンター脱水施設　№4脱水機補修業務

準備費

安全費

材料費

労務費

合計
機械設備据付工 人 135.0 据付間接費対象
普通作業員 人 15.0

名称 単位 数量 単価 金額 備考

合計
補助材料費

ケーシング用ガスケット　ネオプレン 式 1

オイルクーラー用ガスケット 組 2

サクションフィルター　SFT-16-150W 個 1

高圧フィルター　UH-12A-10UW 個 1

オイル　スーパーハイランドSE68 Ｌ 620

グリス　エピノックAP2 缶 1

サクションフィルター　SFT-10-150W 個 1

ラインフィルター　UL-10A-20U 個 1

Ｖベルト　4-8V-2120 本 2

単泡スポンジ 20□×1m 本 1

オイルシール　MG360×405×25 個 2

備考
オイルシール　TC140×170×14 個 2

名称 単位 数量 単価 金額

据付間接費

現場管理費

共通仮設費

間接業務費 積上げ分

定率分

仮設費 積上げ分
一般管理費

( - )
直接経費

労務費

複合工費
- 純業務費

( - ) 直接業務費 ( - )
( - )

業務原価 － -
( - )

据付業務原価 材料費

(支給品)
業務価格 機器費 支給品を除いた金額
( - ) ( - ) 輸送費

点検口用パッキン　5tｘ1000□

磨耗防止板 CA601用

式
枚

1
1



1.業務名

西部スラッジセンター脱水施設 №4脱水機補修業務

2.業務概要

（点検予定：R5年№1、R6年№5･6、R7年№4、R8年№3）

3.業務項目

(1) 点検整備（7.別紙点検整備内容による） 一式

(2) 消耗部品の交換 一式

4.共通事項

(1)

(2)

(3)

5.機器仕様

混合生汚泥の脱水

脱水棟5F脱水機室

平成12年、平成16年、平成24年

平成12年3月

横型連続高効率形遠心脱水機

混合生汚泥 汚泥濃度 4% 強熱減量 約80%

公称能力：50 /h 最大固形物負荷：2.0ds-t/h 流量負荷範囲：25～60 /h

薬注率：1.0%以下、固形物回収率：95％以上、ケーキ含水率：75.0％以下

油圧駆動装置

メイン用：132kW、左側装置用：45kW、潤滑用：1.5kW

6.交換部品一覧（1台分）

単位

個

個

本

本

個

個

缶

Ｌ

個

個

組

式

式

枚

点検口用パッキン

磨耗防止板

5t×1000□

CA601用

1

1

ケーシング用ガスケット ネオプレン 1

サクションフィルター SFT-16-150W 1

オイルクーラー用ガスケット 2

オイル スーパーハイランドSE68 620

高圧フィルター UH-12A-10UW 1

サクションフィルター SFT-10-150W 1

グリス エピノックAP2 1

Ｖベルト 4-8V-2120 2

ラインフィルター UL-10A-20U 1

オイルシール MG360×405×25 2

単泡スポンジ 20□×1m 1

名 称 形 質 数 量 摘 要

オイルシール TC140×170×14 2

設置年月 運転時間（経過年数） 約4,000時間/年

型式

主
仕
様

処理能力

性状他

駆動方式

電動機

項 目 仕 様

使用目的

設置場所 修繕周期 4年サイクル

脱水機の性能維持のため、定期点検整備及び消耗部品の交換を行なう。

当該機器は、本施設において極めて重要な機器であるため、短期間に工事が完了するよう工程表を作成し業

務を履行すること。また、定期整備等停止期間に合わせて工事を行なうよう調整を図ること。

有価材（金属類）は、敷地内に保管すること。

建設副産物については、関係法令に従い適切に処理してマニフェスト票を保管すること。



7.点検整備内容

№

1 主要回転部ボルトの点検

2 本体外回りボルトの点検

3 Vプーリの点検（溝及び外観点検）

4 Vベルト張力点検調整

5 回転体点検清掃

6 回転体内部コンベヤ汚泥供給口，内視鏡点検

7 コンベヤチップの点検（磨耗測定等）

8 ボウル外面点検清掃

9 セラミックスリーブの点検（磨耗測定等）

10 フィードパイプの外観・目視点検

11 中間軸用プランマブロック開放点検（固定及び自由側）

12 コンベヤベアリング及びスラストベアリング点検整備（グリス給油等）

13 ユニバーサルジョイント点検整備（グリス給油）

14 シールボックス及びシールハウジング点検整備（グリス給油及び油漏れ等確認）

15 油圧ユニットオイルクーラ点検整備

16 油圧ホース及び潤滑配管等点検（油漏れ等確認）

17 メインモータ外観点検

18 油圧ユニットモーター（差速装置用・潤滑用）外観点検整備

19 差速装置外観点検整備（油漏れ等確認）

20 上部ケーシングカバー開放点検整備（清掃等）

21 下部ケーシングカバー内分離液排出部点検清掃

22 分離液配管内点検清掃

23 差速装置オイル交換

24 各フィルターの交換

25 差速装置用サクションフィルター交換

26 消耗部品の交換

点検項目









[R8年度施行]

西部スラッジセンター脱水施設　№3脱水機補修業務

準備費

安全費

材料費

労務費

合計
機械設備据付工 人 135.0 据付間接費対象
普通作業員 人 15.0

名称 単位 数量 単価 金額 備考

合計
補助材料費

磨耗防止板 CA601用 枚 1

点検口用パッキン　5tｘ1000□ 式 1

ケーシング用ガスケット　ネオプレン 式 1

オイルクーラー用ガスケット 組 2

サクションフィルター　SFT-16-150W 個 1

高圧フィルター　UH-12A-10UW 個 1

オイル　スーパーハイランドSE68 Ｌ 620

グリス　エピノックAP2 缶 1

サクションフィルター　SFT-10-150W 個 1

ラインフィルター　UL-10A-20U 個 1

Ｖベルト　4-8V-2120 本 2

単泡スポンジ 20□×1m 本 1

オイルシール　MG360×405×25 個 2

備考
オイルシール　TC140×170×14 個 2

名称 単位 数量 単価 金額

据付間接費

現場管理費

共通仮設費

間接業務費 積上げ分

定率分

仮設費 積上げ分
一般管理費

( - )
直接経費

労務費

複合工費
- 純業務費

( - ) 直接業務費 ( - )
( - )

業務原価 － -
( - )

据付業務原価 材料費

(支給品)
業務価格 機器費 支給品を除いた金額
( - ) ( - ) 輸送費



1.業務名

西部スラッジセンター脱水施設 №3脱水機補修業務

2.業務概要

（点検予定：R5年№1、R6年№5･6、R7年№4、R8年№3）

3.業務項目

(1) 点検整備（7.別紙点検整備内容による） 一式

(2) 消耗部品の交換 一式

4.共通事項

(1)

(2)

(3)

5.機器仕様

混合生汚泥の脱水

脱水棟5F脱水機室

平成12年、平成16年、平成24年

平成12年3月

横型連続高効率形遠心脱水機

混合生汚泥 汚泥濃度 4% 強熱減量 約80%

公称能力：50 /h 最大固形物負荷：2.0ds-t/h 流量負荷範囲：25～60 /h

薬注率：1.0%以下、固形物回収率：95％以上、ケーキ含水率：75.0％以下

油圧駆動装置

メイン用：132kW、左側装置用：45kW、潤滑用：1.5kW

6.交換部品一覧（1台分）

単位

個

個

本

本

個

個

缶

Ｌ

個

個

組

式

式

枚磨耗防止板 CA601用 1

ケーシング用ガスケット ネオプレン 1

点検口用パッキン 5t×1000□ 1

サクションフィルター SFT-16-150W 1

オイルクーラー用ガスケット 2

オイル スーパーハイランドSE68 620

高圧フィルター UH-12A-10UW 1

サクションフィルター SFT-10-150W 1

グリス エピノックAP2 1

Ｖベルト 4-8V-2120 2

ラインフィルター UL-10A-20U 1

オイルシール MG360×405×25 2

単泡スポンジ 20□×1m 1

名 称 形 質 数 量 摘 要

オイルシール TC140×170×14 2

設置年月 運転時間（経過年数） 約4,000時間/年

型式

主
仕
様

処理能力

性状他

駆動方式

電動機

項 目 仕 様

使用目的

設置場所 修繕周期 4年サイクル

脱水機の性能維持のため、定期点検整備及び消耗部品の交換を行なう。

当該機器は、本施設において極めて重要な機器であるため、短期間に工事が完了するよう工程表を作成し業

務を履行すること。また、定期整備等停止期間に合わせて工事を行なうよう調整を図ること。

有価材（金属類）は、敷地内に保管すること。

建設副産物については、関係法令に従い適切に処理してマニフェスト票を保管すること。



7.点検整備内容

№

1 主要回転部ボルトの点検

2 本体外回りボルトの点検

3 Vプーリの点検（溝及び外観点検）

4 Vベルト張力点検調整

5 回転体点検清掃

6 回転体内部コンベヤ汚泥供給口，内視鏡点検

7 コンベヤチップの点検（磨耗測定等）

8 ボウル外面点検清掃

9 セラミックスリーブの点検（磨耗測定等）

10 フィードパイプの外観・目視点検

11 中間軸用プランマブロック開放点検（固定及び自由側）

12 コンベヤベアリング及びスラストベアリング点検整備（グリス給油等）

13 ユニバーサルジョイント点検整備（グリス給油）

14 シールボックス及びシールハウジング点検整備（グリス給油及び油漏れ等確認）

15 油圧ユニットオイルクーラ点検整備

16 油圧ホース及び潤滑配管等点検（油漏れ等確認）

17 メインモータ外観点検

18 油圧ユニットモーター（差速装置用・潤滑用）外観点検整備

19 差速装置外観点検整備（油漏れ等確認）

20 上部ケーシングカバー開放点検整備（清掃等）

21 下部ケーシングカバー内分離液排出部点検清掃

22 分離液配管内点検清掃

23 差速装置オイル交換

24 各フィルターの交換

25 差速装置用サクションフィルター交換

26 消耗部品の交換

点検項目









[Ｒ5・6・7・8年度施行]

西部スラッジセンター脱水施設　空気圧縮機補修業務

準備費

安全費

材料費（DSP-37AR5Ⅰ・Ⅱ）

労務費

合計
機械設備据付工 人 14.8 据付間接費対象
普通作業員 人 1.6

名称 単位 数量 単価 金額 備考

計
補助材料費
DSP-37AR5Ⅱ部品 式 1

備考
DSP-37AR5Ⅰ部品 式 1

名称 単位 数量 単価 金額

据付間接費

現場管理費

共通仮設費

間接業務費 積上げ分

定率分

仮設費 積上げ分
一般管理費

( - )
直接経費

労務費

複合工費
- 純業務費

( - ) 直接業務費 ( - )
( - )

業務原価 － -
( - )

据付業務原価 材料費

(支給品)
業務価格 機器費 支給品を除いた金額
( - ) ( - ) 輸送費



1.業務名

西部スラッジセンター脱水施設 空気圧縮機補修業務

2.業務概要

R5(C-1,C-2)、R6(C-3,C-4)、R7(C-1,C-2)、R8(C-3,C-4)

3.業務項目

(1) 空気圧縮機及びドライヤーの点検（メーカーが定める2年次点検） 一式

(2) 消耗部品の交換 一式

※詳細は交換部品一覧表にて

4.共通事項

(1)

(2)

(3)

5.機器仕様

脱水設備の計装用空気を供給する。また、脱水用高分子凝集剤の移送用空気を供給する。

脱水棟1F 薬品溶解機械室

平成12年3月/平成14年3月

除湿器内臓型スクリューコンプレッサー DSP-37AR5Ⅰ及びⅡ

4.1 /min

0.69Mpa

37kw

6.交換部品一覧（2台分）

単位

式

式

空気圧縮機の性能維持のため、計画的に2台/年の点検を実施し、合わせて消耗部品の交換を行なう。

当該機器は、本施設において極めて重要な機器であるため、短期間に工事が完了するよう工程表を作成し業

務を履行すること。また、定期整備等停止期間に合わせて業務を行なうよう調整を図ること。

有価材（金属類）は、敷地内に保管すること。

建設副産物については、関係法令に従い適切に処理してマニフェスト票を保管すること。

名 称 形 質 数 量 摘 要

設置年月 運転時間（経過年数） 約4,000時間/年

型式

主
仕
様

吐出量

吐出圧

電動機

項 目 仕 様

使用目的

設置場所 修繕周期 2年サイクル

DSP-37AR5Ⅰ 1

DSP-37AR5Ⅱ 1











[R6・7・8年度施行]

西部スラッジセンター定山渓脱水施設　ポンプ補修業務

準備費

安全費

材料費

労務費

(支給品)
業務価格 機器費 支給品を除いた金額
( - ) ( - ) 輸送費

( - ) 直接業務費 ( - )
( - )

業務原価 － -
( - )

据付業務原価 材料費

( - )
直接経費

労務費

複合工費
- 純業務費

定率分

仮設費 積上げ分
一般管理費

現場管理費

共通仮設費

間接業務費 積上げ分

据付間接費

名称 単位 数量 単価 金額

消石灰注入ポンプ部品 式 1

備考
汚泥圧入ポンプ部品 式 1

ポリマー注入ポンプ部品 式 1

計
補助材料費

普通作業員 人 1.0
名称 単位 数量 単価 金額 備考

合計
機械設備据付工 人 8.1 据付間接費対象



1.業務名

西部スラッジセンター定山渓脱水施設 ポンプ補修業務

2.業務概要

3.業務項目

(1) モーノポンプ分解整備（6台） 一式 (R6・7・8）

(汚泥圧入ポンプ・消石灰注入ポンプ・ポリマー注入ポンプ) 一式

※詳細は交換部品一覧表にて

4.共通事項

(1)

(2)

(3)

5.機器仕様

脱水機への汚泥圧入及び薬品注入

定山渓脱水施設

令和５年３月

モーノポンプ

汚泥圧入ポンプ　NE38PM(2台)

消石灰注入ポンプ　2NE15PA(2台)

ポリマー注入ポンプ　NE15PM(2台)

6.交換部品一覧（2台分）

単位

式

式

式

モーノポンプの性能を維持するため、計画的に点検整備を実施し、合わせて消耗部品の交換を行なう。

当該機器は、本施設において極めて重要な機器であるため、短期間に工事が完了するよう工程表を作成し業

務を履行すること。また、定期整備等停止期間に合わせて業務を行なうよう調整を図ること。

有価材（金属類）は、敷地内に保管すること。

建設副産物については、関係法令に従い適切に処理してマニフェスト票を保管すること。

名 称 形 質 数 量 摘 要

設置年月 運転時間（経過年数） ―

型式

主
仕
様

項 目 仕 様

使用目的

設置場所 前回修繕年月 ―

汚泥圧入ポンプ部品 1 2台分

消石灰注入ポンプ部品 1 2台分

ポリマー注入ポンプ部品 1 2台分







交換部品一覧表



交換部品一覧表









交換部品一覧表



交換部品一覧表
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交換部品一覧表


